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　ぶぎん地域経済研究所では、このほど、埼玉県経済の
景気判断をこれまでの「緩やかに持ち直している」から

「緩やかに回復している」に引き上げました。主な理由は、
価格転嫁の着実な進捗などを反映した県内企業の景況感
の改善です。
　企業の景況感について、全国（日銀短観・業況判断
DI・全規模全産業）と埼玉県（当研究所の企業経営動向
調査・業況判断 BSI・全産業）を並べてみますと、2021
年頃までは、多少の水準の開きはあるものの両者は概ね
パラレルに動いていました。しかし、ロシアのウクライ
ナ侵攻に伴って物価が急上昇した 2022 年になると、全
国が改善を続けたのに対し埼玉県は一転悪化。両者の差
は「ワニの口」のように拡がってしまい、その後 3 年に
わたって「口」はなかなか閉じる気配をみせませんでし
た（図表 1）。この背景としては、①埼玉県経済におい
ては中小企業のプレゼンスが高く、それだけに価格転嫁
は難航しがちで企業収益が圧迫されていること、②イン
バウンド消費や半導体関連産業など、全国では経済の牽
引役となっている分野が、埼玉県ではさほど大きくない
こと、などが考えられます。こうした中、当研究所は県
内経済について全国よりも慎重にみてきました。
　ところが、トランプ関税などに関する日米合意のあっ
た 2025 年 7-9 月期、そして直近の 10-12 月期と、県内
企業の景況感は製造業を中心にはっきりと改善（「悪い」
超幅が縮小）し、全国の改善ペースが比較的緩やかなこ
ともあって、全国と埼玉県の景況感の格差は一気に縮小
しました。過去と比べても遜色ない「通常」の差で、少

なくとも「ワニの口」というイメージではなくなりました。
　この背景は何でしょうか。トランプ関税を巡る先行き
不透明感が薄らいだ点は全国共通です。そこで考えられ
るのが、中小企業における価格転嫁の着実な進捗です。
当研究所・企業経営動向調査における価格関連 BSI をみ
ると、原材料・仕入価格 BSI、販売価格 BSI とも「上昇」
超であり、前者の方が大きい状況が続いていますが、両
者の差を表す「価格収支 BSI」は縮小しています。これ
は、仕入価格の上昇ペースの落ち着き（原材料・仕入価
格 BSI の低下）と、県内中小企業による粘り強い価格転
嫁交渉の成果（販売価格 BSI の水準維持）を反映したも
のです（図表 2）。また、インバウンド消費についてみる
と、2025 年半ばを境に訪日外国人数の増加ピッチは鈍
化しましたので、全国では「小売」、「宿泊・飲食サービス」
などの業況改善が頭打ちとなっています。この点、埼玉
県経済はインバウンド消費に依存してきたわけではあり
ませんので、影響はあっても軽微です。こうしたダメー
ジの違いも、今回の格差縮小に寄与したと考えられます。
 　以上に加えて、埼玉県の設備投資や生産に関連する
ハードデータが安定的に推移していることも考え合わ
せ、当研究所では埼玉県経済について「緩やかに回復し
ている」と判断しました。これは全国並みということで
すが、それで満足する経営者はおられないでしょう。今
年、「午年」はエネルギッシュで前進力の強い年である
といいます。埼玉県経済も、これまで貯めてきたエネル
ギーを爆発させ、全国を凌駕するような力強い回復パス
を進むことを祈念したいと思います。

埼玉県内企業の景況感の改善
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■  有限会社 時乃鐘田中屋
　  取締役社長　田中 和美
　  〒 339-0057   さいたま市岩槻区本町 3-16-10
　  https://www.tokinokane.jp/
     （武蔵野銀行 岩槻支店取引先）
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　岩槻の「時の鐘」は、朝 6 時、正午、夕方 6 時の三度鳴る。寛文年間（1670

年ごろ）、岩槻城主・阿部正春公が領民に時を知らせるために鐘を作り、現存

するのは享保年間（1720 年ごろ）に改鋳されたものだ。川越の鐘と比べると

午後 3 時の一回分少ないのは、もう一つの鐘があるためか。

　鐘をかたどった「時乃鐘最中」は縦 7 センチ、横幅 5 センチの何ともほど

よい大きさで、ぎっしり詰まった餡子によって薄皮が開いている鐘の上の方

からパクッといだだく。小豆、白きんとん、柚子あんの 3 種はいずれも上品

な甘さと風味で、北海道産特選小豆をはじめ厳選された素材を感じながら存

分に楽しませてもらった。

　「時乃鐘 田中屋」は、120 年以上前、

明治 35 年（1902 年）に初代・田中

甚左衛門が創業した老舗中の老舗。二

代・峰太郎、三代・甚さんを経て、昨年、

三代目の三女・和美さんが四代目と

なった。「時乃鐘最中」の誕生は大正

時代末期だから、この銘菓も 100 年

続いていることになる。平成 5 年（1993 年）には、当時岩槻にあった小児医

療センターを訪問された天皇・皇后両陛下（現上皇・上皇后）に献上された。

　餡は、甘すぎると砂糖が結晶化して表面がかたくなり、甘さが足りないと

薄皮が縮んでしまう。また、夏は餡が締りにくいので少しかために、冬は締

りやすいので少し柔らかめに煮る。この餡の甘味とかたさの塩梅は、和美社

長にしか調節できないという。岩槻の歴史の一部となっている伝統の技と味

を、どうか末永く守っていただきたい。

（資料：日本銀行、ぶぎん地域経済研究所）（資料：ぶぎん地域経済研究所）

図表 1. 全国と埼玉県の景況感の比較 図表２. 価格関連 BSI
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全国「短観・業況判断 DI・全規模全産業」
埼玉「企業経営動向調査・業況判断 BSI・全産業」
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